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まえがき 

この規格は，一般社団法人日本溶接協会の定款及び諸規程に基づいて規格案が作成され，パブリックコ

メント公募を経て，規格委員会の審議及び理事会によって改正が承認された日本溶接協会規格（以下，WES

という。）である。これによって WES 2015:1997 は改正され，この規格に置き換えられる。 

当協会は，この規格に関する説明責任を有するが，この規格に基づいて使用又は保有したことから生じ

るあらゆる経済的損害，損失を含め，一切の間接的，付随的，また結果的損失，損害についての責任は負

わない。また，この規格に関連して主張される特許権及び著作権等の知的財産権の有効性を判断する責任

も，それらの利用によって生じた知的財産権の侵害に係る損害賠償請求に応ずる責任ももたない。そうし

た責任は，全てこの規格の利用者にある。 

この規格の内容の一部又は全部を他書に転載する場合には，当協会の許諾を得るか，又はこの規格から

の転載であることを明示のこと。このような処置がとられないと，著作権及び出版権の侵害となり得る。 

 

WES 2015:2019 には，次に示す附属書がある。 

附属書 A（規定） ジルコニウム板の突合せ溶接継手の撮影方法及び透過写真の必要条件 

附属書 B（規定） ジルコニウム管の円周溶接継手の撮影方法及び透過写真の必要条件 

附属書 C（規定） ジルコニウム板のＴ溶接継手の撮影方法及び透過写真の必要条件 
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ジルコニウム溶接継手の放射線透過試験方法 
Methods of radiographic examination for welded joints in zirconium 

 

序文 

溶接継手の放射線透過試験では，試験部の形状及び寸法を考慮して撮影方法を選択する。この場合，透

過度計は試験体と放射線の吸収が同程度のものを使用することが基本であるが，ジルコニウム溶接継手に

おいて，同材質での透過度計の製造が困難であることから，既存の透過度計を用いての試験方法とした。 

本規格では，撮影方法は JIS Z 3104:1995 に従い，透過写真の必要条件についてはジルコニウム溶接継手

の吸収係数を考慮し，放射線の吸収が試験部と異なる透過度計を用いて識別線径の換算を行っていたJIS Z 

3107:1973 を準用して規定した。 

1 適用範囲 

この規格は，ジルコニウムの溶接継手を，X 線又は γ線（以下，放射線という。）による直接撮影方法に

よって試験を行う放射線透過試験方法について規定する。 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS K 7627 工業用 X 線写真フィルム―第 1 部：工業用 X 線写真フィルムシステムの分類 

JIS Z 2300 非破壊試験用語 

JIS Z 2305 非破壊試験技術者の資格及び認証 

JIS Z 2306 放射線透過試験用透過度計 

JIS Z 4560 工業用 γ線装置 

JIS Z 4561 工業用放射線透過写真観察器 

JIS Z 4606 工業用 X 線装置 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS Z 2300 によるほか，次による。 

3.1 

母材の厚さ 

使用されたジルコニウム材の呼び厚さ。母材の厚さが継手の両側で異なる場合は，原則として薄い方の

厚さとする。 

3.2 

試験部 

試験対象となる溶接金属及び熱影響部を含んだ部分。 




